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県政ミニガイド

日
本
海
側
初
の
国
際
機
関

ナ

ウ

パ

ッ

プ

N
O
W
P
A
P
本
部
事
務
局
を
富
山
県
と

韓
国
・
釜
山
に
共
同
設
置

ナ

ウ

パ

ッ

プ

.
N
O
W
P
A
P
(北
西
太
平
洋
地

域
海
行
動
計
画
)
の
本
部
事
務
局
が

富
山
県
と
韓
国
・
釜
山
に
共
同
設
置
さ

れ
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。
昨
年
十
二

月
に
東
京
で
聞
か
れ
た
弟
六
回
政
府
閉

会
合
に
お
い
て
合
意
さ
れ
た
も
の
で
、
日

本
海
側
で
初
め
て
の
国
際
機
関
と
な
り

ま
す
。

国
N
O
W
P
A
P
は
、
国
連
環
境
計

画
の
提
唱
に
基
づ
き
、
日
本
海
お
よ
び

い
ま
す
0

・
両
研
究
機
関
は
、
環
境
問
題
へ
の

具
体
的
な
対
応
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
平

成
十
一
年
度
に
取
得
を
宣
言
。
ー

s

O
の
認
証
取
得
に
向
け
た
取

U
組
み
を

開
始
し
ま
し
た
。
所
内
の
す
べ
て
の
活

動
に
つ
い
て
環
境
影
響
評
価
を
実
施

し
、
省
エ
ネ
や
廃
棄
物
の
縮
減
の
た
め

の
マ
ニ
ュ
ア
ル
づ
く
り
や
所
員
の
意
識

改
革
な
ど
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

-
今
後
、
両
研
究
機
関
で
は
、
ー

s
o

取
得
の
過
程
で
得
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か

し
、
認
証
取
得
を
希
望
す
る
県
内
企
業

や
市
町
村
務
支
援
し
て
い
く
こ
と
に
し

て
い
ま
す
。
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科
学
セ
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工業技術センタ一生活工学研究所

黄
海
の
環
境
保
全
や
資
源
管
理
等
を

目
的
と
し
て
、
日
本
、
中
園
、
韓
国
、

口
シ
ア
の
四
ヵ
国
に
よ
り
取
り
組
ま
れ

て
い
ま
す
。
参
加
国
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ

活
動
拠
点
と
な
る
地
域
活
動
セ
ン
タ
ー

が
指
定
さ
れ
て
お
り
、
日
本
で
は
、
本

県
が
中
心
と
な
っ
て
設
立
し
た
(
財
)

環
日
本
海
環
境
協
力
セ
ン
タ
[
が
特
殊

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
と
沿
岸
環
境
評
価
を
担

当
す
る
地
域
活
動
セ
ン
タ
ー
に
指
定
さ

ロM
4
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イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
つ
な

が
る
子
ど
も
た
ち
の
夢

イ
ン
パ
ク
に
「世
界
子
ど
主
議
」
を

出
展

圃
国
が
主
催
す
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
博

覧
会
(
略
称

・イ
ン
パ
ク
)
が
十
二
月
三

十
一
日
に
始
ま
リ
ま
し
た
。
富
山
県
は

「
世
界
子
ど
も
会
議
」
を
出
展
。
世
界

の
子
ど
も
た
ち
が
夢
や
意
見
を
語
り
合

え
る
場
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

圃
イ
ン
パ
ク
は
国
の
新
干
年
紀
記
念
事

業
で
す
。
二
O
O
一
年
末
ま
で
民
間
企

業
や
自
治
体
な
ど
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

上
の
仮
想
空
間
に
、
二

百
を
越
え
る
パ
ビ
リ
オ

ン
(
ウ
工
ブ
サ
イ
ト
)
を

開
設
し
て
い
ま
す
。

圃
富
山
県
の
パ
ビ
リ
オ

ン
「
世
界
乙
ど
も
会
議

ド

モ

コ

ン

(
愛
称
一

D
O
M
O
C

O

N
ね
っ
と
)」
は
、
子

ど
も
た
ち
の
た
め
の
ペ

ー
ジ
。
か
わ
い
い
イ
ラ

ス
ト
を
使
っ
た
親
し
み

ゃ
す
い
作
リ
に
な
っ
て

い
ま
す
。

国
「
世
界
子
ど
も
会
議

館
」
で
は
、
「
自
分
の
と

圃

とやま音のある風景

匠の里の焼き物の冷える音 15 

れ
て
い
ま
す
。
N
O
W
P
A
P
本
部

事
務
局
は
、
N
O
W
P
A
P
全
般
の

活
動
の
調
整
な
ど
を
担
う
も
の
で
、
本

県
は
、
早
く
か
ら
誘
致
を
表
明
し
、
そ

の
実
現
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。
-
ナ
ホ
卜
力
号
油
流
出
事
故
に
代
表
さ

れ
る
よ
う
に
、
.日
本
海
の
環
境
変
化

は
、
私
た
ち
の
生
活
に
大
き
な
影
響
を

及
ぼ
し
ま
す
。
日
本
海
か
ら
様
々
な
恩

恵
を
受
け
て
い
る
本
県
に
と
っ
て
、
N

O
W
P
A
P
の
活
動
は
今
後
ま
す
ま
す

重
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。
ま
た
、
国
際

機
関
が
設
置
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
富

山
の
国
際
的
な
認
知
度
立
高
ま
り
、
国

際
都
市
へ
の
新
た
な
ス
テ
ッ
プ
に
つ
な

が
る
も
の
と
期
待
さ
れ
ま
す
。
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と
」
「
友
達
の
こ
と
」
「
地
球
の
こ
と
」
「
平

和
な
世
界
の
こ
と
」
な
ど
に
関
す
る
発

言
移
譲
で
も
自
由
に
見
た
り
書
き
込
ん

だ
り
で
き
ま
す
。
ま
た
、
英
語
版
の
掲

示
板
車
問
け
、
世
界
中
の
子
ど
も
た
ち

か
ら
自
由
な
意
見
や
夢
務
募
集
し
て
い

ま
す
。

-
こ
の
ほ
か
、
「
社
会
に
学
ぶ
十
四
歳
の

挑
戦
」
な
ど
、
本
県
が
取
り
組
ん
で
い

る
ユ
ニ
ー
ク
な
事
業
に
つ
い
て
紹
介
す

る
ペ
ー
ジ
や
、
子
ど
も
に
関
す
る
様
々

な
サ
イ
ト
情
報
を
集
め
た
リ
ン
ク
集
も

用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。
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県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ア
ク
セ
ス

で
き
ま
す
。
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国連環境計画が提唱する地域海行動計画現在、世界の14の海域で計画を策定ずみ、または策定中です。
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北西太平洋地主事海行動計画

2000年国勢調査(平成12年10月1日実施)の速報集計結果

i 

田本県の人口は 1，120，843人て¥前

回の国勢調査(平成7年)と比較して、

2，282人(ム0.2%)の減少となりま

した。

1，120，843人

富山県の世帯数 357，536世帯

富山県の人口

県
の

2
研
究
機
関
が

l
S
0
1
4
0
0
1
の
認

証
を
取
得

圃
環
境
対
策
に
取
り
組
む
企
業
や
自

治
体
な
ど
に
与
え
ら
れ
る
国
際
規
格

「|
S
0
1
4
0
0
1
」
の
認
証
を
県

の
環
境
科
学
セ
ン
タ
ー
(
小
杉
町
)
と

工
業
技
術
セ
ン
タ
ー
生
活
工
学
研
究

所

(福
野
町
)が
取
得
し
ま
し
た
。
県
内

の
行
政
機
関
の
取
得
は
初
め
て
で
す
0

.
1
S
0
1
4
0
0
1
は、

-
S
O

(国
際
標
準
化
機
構
)
が
定
め
た
経
営

手
法
に
関
す
る
規
格
で
、
環
境
へ
の
影

響
を
減
ら
し
、
そ
の
活
動
を
持
続
的
に

改
善
す
る
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
を
求
め
て

南酋大西洋地域海
d 行動計画

町。

南太平洋地主主海
行動計画

(.'1 
区分

平成12年(A) 平成7年(8) 増減(C) 増減率側 J 
く速報値> <確報値〉 (A)一(8) (C) / (日)

人口総数(人) 1，120，843 1.123.125 ム2.282 ム0.2

男 540.140 540.921 ム781 ム0.1

女 580.703 582.204 ム 1.501 ム0.3

世帯数(世帯) 357，536 337.290 20.246 6.0 

1世帯当たり人員 3.13 3.33 ム0.20 ム0.1

@哩匡由自

隠さ号本誌叩00%鋼生紙御用山訊

県広報と哲彦 2001.2・ 1

n076 (444)31 92 -問合せ県庁統計課

※人口および世帯数は、国における調査票の審査を経て確定

され、今年10月に確報として官報で公示されます。
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